
モバイルバッテリーの容量について
モバイルバッテリーの容量が 10,000mAh（ミリアンペアアワー）であれば、2,500mAh のバッテリー
を搭載したモバイル機器を 4回充電できるように思われるかもしれませんが、そうではありません。

なぜなら、このmAh値は､計測した電圧値によって変わるからです。
モバイルバッテリーには､法律で定められた２つの容量値の記載があり､それぞれ電圧値が異なります。
◎電池容量・・・内蔵しているリチウム電池の容量値です。一般的に平均電圧は 3.7V です。
◎定格容量・・・USB 出力端子から、5.0V で出力可能な容量値です。

このようにモバイルバッテリーの容量表記は 2 種類あるため、一般的な製品に記載されている電池
容量 ( 例：3.7V) と、そのモバイルバッテリーからUSB 出力端子を通して供給される定格容量
( 例：5.0V) は異なるため、理論上は 74%（=3.7V/5.0V）と小さくなってしまいます。

また､理論上の電圧変換に伴う容量の減少だけでなく､電圧変換回路や安全回路から発せられる熱等
により､実際に供給可能な電力（＝定格容量）は､電池容量のおよそ 60%～70%となります。

モバイルバッテリーをご購入の際は、PSEマークとMCPCマークをお確かめください
モバイルバッテリーは電気用品安全法の規制対象製品であり、
平成31年2月1日以降は、PSEマークのないモバイルバッテリー
の販売は禁止されています。 
MCPC マークはモバイル充電安全認証のマークです。

容量 10,000mAh のモバイルバッテリーは
2,500mAh のモバイル機器を何回充電できる？

4回充電できる
容量 10,000mAh÷2,500mAh＝４だから

2.4 回くらい充電できる
実際に使えるのは容量 10,000mAh の
６～７割程度となるから、
（容量 10,000mAh×0.6)÷2,500mAh=2.4 だから


